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青谷　秀紀 ｱｵﾀﾆ ﾋﾃﾞｷ 史学・西洋史
中世後期フランドル都市における宗教活動
と宗教心性　－ブルッヘの教会と兄弟団か
ら－

大阪大学 文学・教授・江川　温

荒武　賢一朗 ｱﾗﾀｹ ｹﾝｲﾁﾛｳ 史学・日本史
江戸時代後期・明治時代における地域市場
の歴史学的分析－屎尿流通を中心に－

関西大学 経済学・教授・浜野　潔

飯山　知保 ｲｲﾔﾏ ﾄﾓﾔｽ 史学・東洋史
士人層の変遷からみた金元代華北における
社会統合と後世華北漢族社会形成の淵源

（財）東洋文庫 研究員・岸本　美緒

五十嵐　陽介 ｲｶﾞﾗｼ ﾖｳｽｹ 言語学・言語学
ロシア語イントネーションと日本語イントネー
ションの実験対照音韻論的研究

独立行政法人国立国
語研究所

領域長・前川　喜久雄

五十嵐（澁谷）　智子 ｲｶﾞﾗｼ(ｼﾌﾞﾔ) ﾄﾓｺ
文学・各国文学・文
学論

聞こえることと聞こえないことの文化論的研
究

千葉大学 文学・講師・小沢　自然

井黒　忍 ｲｸﾞﾛ ｼﾉﾌﾞ 史学・東洋史
中国近世の山西汾河水系における水資源
の開発と利用

大谷大学 文学・教授・砺波　護

石森　大知 ｲｼﾓﾘ ﾀﾞｲﾁ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

メラネシアにおけるキリスト教の展開と宗教
観に関する人類学的研究

筑波大学
人文社会科学・助教
授・関根　久雄

井上　彰 ｲﾉｳｴ ｱｷﾗ 哲学・哲学・倫理学
正義と平等に関する倫理学的研究　－社会
福祉の哲学的基礎－

東京大学
総合文化・教授・柴田
寿子

伊原木　大祐 ｲﾊﾞﾗｷﾞ ﾀﾞｲｽｹ 哲学・哲学・倫理学
現代フランス現象学における身体・生命・宗
教

同志社大学 文学・教授・山形　頼洋

今井　上 ｲﾏｲ ﾀｶｼ 文学・日本文学
源氏物語を中心とした平安朝文学の文化的
研究

青山学院大学 文学・教授・高田　祐彦

岩倉　さやか ｲﾜｸﾗ ｻﾔｶ 文学・日本文学
中世文芸における花と自己変容－世阿弥
能楽論を中心として－

九州大学
人文科学・教授・上野
洋三

上野　哲 ｳｴﾉ ﾃﾂ 哲学・哲学・倫理学
教職科目「教職倫理」実施に向けての比較
的研究

広島大学
教育学・助教授・丸山
恭司

上原　徳子 ｳｴﾊﾗ ﾉﾘｺ
文学・各国文学・文
学論

明代後期江南文人社会における小説の創
作・享受・交流

京都府立大学 文学・教授・小松　謙

大草　輝政 ｵｵｸｻ ﾃﾙﾏｻ 哲学・哲学・倫理学
プラトンの知識論－いわゆる想起説の研究
とその現代的意義の検討

京都大学
文学・助教授・中畑　正
志

大橋　直義 ｵｵﾊｼ ﾅｵﾖｼ 文学・日本文学
中世南都寺院圏における空間および歴史
認識と、その叙述様式に関する文献資料学
的研究

青山学院大学 文学・教授・佐伯　眞一

大原　志麻 ｵｵﾊﾗ ｼﾏ 史学・西洋史
中世カスティーリャにおけるコミュニケーショ
ンからみた広域共同体の関係構造

大阪市立大学 文学・教授・大黒　俊二

小笠原　弘幸 ｵｶﾞｻﾜﾗ ﾋﾛﾕｷ 史学・東洋史
オスマン帝国における歴史意識－建国神話
に見られる「起源」の記憶の創造と変容

（財）東洋文庫 研究員・林　佳世子

小川　陽子 ｵｶﾞﾜ ﾖｳｺ 文学・日本文学
王朝物語享受資料のデータベース化と享
受ネットワークの解明についての研究

人間文化研究機構
国文学研究資料館・教
授・中村　康夫

長田　蔵人 ｵｻﾀﾞ ｸﾗﾝﾄﾞ 哲学・哲学・倫理学
カントとトマス・リードの知覚論および心の哲
学　－認識論的自然主義の問題－

神戸大学 文学・教授・山本　道雄

小沼　孝博 ｵﾇﾏ ﾀｶﾋﾛ 史学・東洋史
多言語史料の総合的分析による清朝の中
央アジア統治システムに関する研究

東京大学
人文社会（系）・教授・
小松　久男

片岡　大右 ｶﾀｵｶ ﾀﾞｲｽｹ
文学・ヨーロッパ語
系文学

古典主義の運命とその政治的賭け金－フラ
ンス革命期から第三共和制まで

京都大学
人文科学研究所・教
授・大浦　康介

門林　岳史 ｶﾄﾞﾊﾞﾔｼ ﾀｹｼ 哲学・美学・美術史
共通感覚の系譜学－その認識論的、美学
的ならびに政治的射程についての総合的
研究

東京大学
総合文化・教授・小林
康夫

金子　守恵 ｶﾈｺ ﾓﾘｴ 地域研究・地域研究
アフリカにおけるものづくりの地域間比較研
究：地縁技術の習得・実践・創造

京都大学
アジア・アフリカ地域研
究・助教授・木村　大治
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加納　和雄 ｶﾉｳ ｶｽﾞｵ
哲学・印度哲学・仏
教学

『宝性論』注釈文献群の研究、ロデンシェー
ラプ著『宝性論要義』校訂と英訳

京都大学
人文科学研究所・助教
授・船山　徹

川口　茂雄 ｶﾜｸﾞﾁ ｼｹﾞｵ 哲学・哲学・倫理学
解釈学と心身問題　－　リクールの二極性
の哲学

東京大学
人文社会（系）・教授・
松永　澄夫

草生　久嗣 ｸｻﾌﾞ ﾋｻﾂｸﾞ 史学・西洋史
西洋中世における異端認識のレトリック－１
２世紀ビザンツ帝国の事例を中心に－

大阪市立大学 文学・教授・井上　浩一

児島　康宏 ｺｼﾞﾏ ﾔｽﾋﾛ 言語学・言語学
グルジア語における文の構造と意味論・語
用論

東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文
化研究所・教授・ペーリ
バースカララーオ

兒玉　香菜子 ｺﾀﾞﾏ ｶﾅｺ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

中国市場経済化と土地私有化にともなうモ
ンゴル牧畜民の定着化と農牧複合の形成

人間文化研究機構
国立民族学博物館・教
授・小長谷　有紀

小森　謙一郎 ｺﾓﾘ ｹﾝｲﾁﾛｳ 哲学・思想史
ロマン主義としての脱構築：デリダにおける
政治的なものと神話的なもの

慶應義塾大学
文学・教授・大宮　勘一
郎

酒井　智宏 ｻｶｲ ﾄﾓﾋﾛ 言語学・言語学
条件節・譲歩節とトートロジーの解釈スキー
マ

慶應義塾大学 文学・教授・唐須　教光

佐藤(保科)　季子 ｻﾄｳ(ﾎｼﾅ) ｽｴｺ 史学・東洋史
中国古代の民衆支配の法理念－法制用語
における「亡」の概念を中心として－

京都大学
人文科学研究所・教
授・冨谷　至

下岡　順直 ｼﾀｵｶ ﾖﾘﾅｵ
文化財科学・文化財
科学

ルミネッセンス法と電子スピン共鳴法を用い
た年代測定による旧石器遺跡形成史の解
明

岡山理科大学
理学（系）・助教授・豊
田　新

島内　明文 ｼﾏﾉｳﾁ ｱｷﾌﾐ 哲学・哲学・倫理学
リベラリズムの再構成：ヒュームとスミスの道
徳哲学の現代的意義に関する研究

慶應義塾大学
文学・助教授・柘植　尚
則

住家　正芳 ｽﾐｶ ﾏｻﾖｼ 哲学・宗教学
日米中における政教関係の、司法関係文
書の分析による比較研究

東京大学
人文社会（系）・教授・
盛山　和夫

高橋　将一 ﾀｶﾊｼ ｼﾖｳｲﾁ 言語学・英語学
人間言語における論理形式の派生アルゴリ
ズムの解明およびその多角的検証

東京大学
人文社会（系）・助教
授・渡辺　明

竹内　綱史 ﾀｹｳﾁ ﾂﾅﾌﾐ 哲学・哲学・倫理学
ニーチェ哲学の通時解釈を手がかりとした
近・現代におけるニヒリズムの考察

大阪大学 文学・教授・須藤　訓任

田中　琢三 ﾀﾅｶ ﾀｸｿﾞｳ
文学・ヨーロッパ語
系文学

エミール・ゾラ『三都市』『四福音書』から２０
世紀小説への展開

明治学院大学
文学・教授・朝比奈　弘
治

土屋　和代 ﾂﾁﾔ ｶｽﾞﾖ 史学・西洋史
日米の福祉政策における人種とジェン
ダー：１９６０・７０年代のコミュニティ政策

東京大学
総合文化・助教授・矢
口　祐人

徳留　大輔 ﾄｸﾄﾞﾒ ﾀﾞｲｽｹ 史学・考古学 中国初期王朝形成過程の考古学的研究 九州大学
比較社会文化・教授・
田中　良之

鳥山　祐介 ﾄﾘﾔﾏ ﾕｳｽｹ
文学・ヨーロッパ語
系文学

近代ロシア国家形成期における「崇高」「ピ
クチャレスク」概念の文化史的意義

早稲田大学
教育・総合科学・教授・
桑野　隆

難波　ちづる ﾅﾝﾊﾞ ﾁﾂﾞﾙ 史学・西洋史
第二次大戦下の仏領インドシナ－ヴィシー
政権と日本文化的攻防－

首都大学東京
都市教養・教授・中野
隆生

西山　達也 ﾆｼﾔﾏ ﾀﾂﾔ 哲学・哲学・倫理学
哲学的問題としての「翻訳」：ハイデガーの
思想とそのフランスにおける受容の研究

東京大学
総合文化・教授・高橋
哲哉

箱田　恵子 ﾊｺﾀﾞ ｹｲｺ 史学・東洋史
中国伝統社会と近代外交制度の成立－科
挙社会における新式人材の登場とその中国
的特徴

京都大学
人文科学研究所・教
授・森　時彦

馬場　匡浩 ﾊﾞﾊﾞ ﾏｻﾋﾛ 史学・考古学
古代エジプトの土器製作における技術連鎖
の再構築：シェーンオペラトワール的研究

早稲田大学
総合研究機構・客員教
授・吉村　作治

濱田　琢司 ﾊﾏﾀﾞ ﾀｸｼﾞ
人文地理学・人文地
理学

都市エリートによる地方文化の創造と地域ア
イデンティティに関する文化地理学的研究

神戸大学
文学・教授・長谷川　孝
治

原　大地 ﾊﾗ ﾀｲﾁ
文学・ヨーロッパ語
系文学

詩形式の現代性－フランス１９世紀における
散文詩の展開

東京大学
総合文化・教授・石井
洋二郎
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原　由理枝 ﾊﾗ ﾕﾘｴ 言語学・言語学
談話的概念の文法化　―通言語的研究お
よびその経験科学的立証―

京都大学 文学・教授・田窪　行則

兵頭　晶子 ﾋﾖｳﾄﾞｳ ｱｷｺ 哲学・思想史
精神病の日本近代－法の埒外に置かれる
病者の概念化・処遇と治病をめぐる歴史的
研究－

東京大学
人文社会（系）・教授・
島薗　進

平野　裕子 ﾋﾗﾉ ﾕｳｺ 史学・考古学
東南アジア古代国家成立期における地方
政体の考古学的研究－メコン河下流域を中
心に－

上智大学
外国語学・教授・石澤
良昭

廣瀬　薫雄 ﾋﾛｾ ｸﾆｵ 哲学・思想史
中国の先秦秦漢時代における法制度と法
思想の研究

埼玉大学
教養（学）・教授・籾山
明

福井　栄二郎 ﾌｸｲ ｴｲｼﾞﾛｳ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

高齢者の威信と社会的ポジションに関する
人類学的研究

人間文化研究機構
国立民族学博物館・助
教授・林　勲男

藤井　淳 ﾌｼﾞｲ ｼﾞﾕﾝ
哲学・印度哲学・仏
教学

空海と中国思想の関係に関する研究－三
教交渉論及び不空教団との関係を中心に

京都大学
人文科学研究所・助教
授・船山　徹

藤田　尚志 ﾌｼﾞﾀ ﾋｻｼ 哲学・哲学・倫理学
フランス近現代思想における身体論（科学・
芸術・政治との関連から見たその展開）

法政大学
人文科学・教授・安孫
子　信

藤原　敬介 ﾌｼﾞﾜﾗ ｹｲｽｹ 言語学・言語学
インド圏とシナ圏からみたチャック語の記述
と比較言語学的研究

京都大学
国際交流センター・助
教授・家本　太郎

本多　朱里 ﾎﾝﾀﾞ ｱｶﾘ 文学・日本文学
柳亭種彦を中心とする、近世小説史におけ
る戯作者の位置に関する基礎的研究

京都大学
人間（・）環境学・助教
授・須田　千里

松浦　史子 ﾏﾂｳﾗ ﾌﾐｺ
文学・各国文学・文
学論

六朝文学における『山海経』の受容を巡って
－図像と文献の接点－

東京大学
東洋文化研究所・教
授・小川　裕充

松尾　佳代子 ﾏﾂｵ ｶﾖｺ 史学・西洋史
中世盛期フランスにおける記憶の管理と記
述史料の役割

京都大学 文学・教授・服部　良久

松永　京子 ﾏﾂﾅｶﾞ ｷﾖｳｺ
文学・ヨーロッパ語
系文学

現代アメリカ文学にみるエコポリティックス：
多様なエスニック作家の環境政治的想像力

広島大学 文学・教授・田中　久男

松本　和也 ﾏﾂﾓﾄ ｶﾂﾔ 文学・日本文学
太宰治の翻案小説と西欧文芸・思潮との交
錯―戦時期の方法・ジャンル・小説表現

東京大学
人文社会（系）・助教
授・安藤　宏

水間　大輔 ﾐｽﾞﾏ ﾀﾞｲｽｹ 史学・東洋史
中国古代の秦律・漢律における防犯体制及
び刑事手続体制についての研究

早稲田大学 文学・教授・近藤　一成

溝口　大助 ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾀﾞｲｽｹ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

マリ南部セヌフォ社会における社会・経済的
変化と宗教的実践に関する人類学的研究

東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文
化研究所・助教授・真
島　一郎

水口　拓寿 ﾐﾅｸﾁ ﾀｸｼﾞﾕ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

「風水思想」は環境保護に寄与するか：中国
東南部の墓地開発に伴う山林破壊をめぐっ
て

首都大学東京
都市教養・教授・渡邊
欣雄

宮崎　肇 ﾐﾔｻﾞｷ ﾊｼﾞﾒ 史学・日本史 日本中世書史の研究
独立行政法人国立博
物館東京国立博物館

文化財部・展示課長・
島谷　弘幸

宮西　香穂里 ﾐﾔﾆｼ ｶｵﾘ
文化人類学・文化人
類学・民俗学

ジェンダーに注目する沖縄の米軍基地と地
域社会との重層的関係

京都大学
東南アジア研究所・教
授・速水　洋子

宮本　万里 ﾐﾔﾓﾄ ﾏﾘ 地域研究・地域研究
ブータンの自然国立公園における「環境保
全」をめぐる文化と政治に関する人類学的
研究

京都大学
人文科学研究所・助教
授・田辺　明生

森田　都紀 ﾓﾘﾀ ﾄｷ 哲学・美学・美術史
日本中世芸能「能」の音楽研究－能管の音
楽伝承とその変容－

東京学芸大学
教育学・助教授・遠藤
徹

森山　央朗 ﾓﾘﾔﾏ ﾃﾙｱｷ 史学・東洋史
１０～１２世紀の中東におけるウラマーと地
方史人名録編纂の社会史的研究

（財）東洋文庫 研究員・三浦　徹

山本　成生 ﾔﾏﾓﾄ ﾅﾙｵ 哲学・美学・美術史
中世・ルネサンス時代における音楽家の社
会的身分とその組織構造

東京大学
総合文化・教授・池上
俊一

渡辺　滋 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼｹﾞﾙ 史学・日本史
日本古代における「文書主義」の導入と、そ
の展開過程

人間文化研究機構
国立歴史民俗博物館・
教授・吉岡　眞之
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